
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日   平成 30年 12月 5日         

都市名・国   加古川市（兵庫県）        

 

取組の名称 「加古川市平和祈念式」の開催 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 □レ自治体 □ＮＧＯ □複合（               ） 

テーマ・目的 市民の平和意識の高揚を図る      （例:核兵器廃絶、テロ、暴力など） 

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

なし（誰でも参加可能） （例:12 歳の子ども 60名、保護者や市民 30人など） 

実施場所 加古川市民会館中ホール 

実施期間 
平成 30年 10月 6日 ～ 平成 30年 10月 6日（1日間） 
※定期的に行う取組は、その旨を記入し、いつから、どれくらいの頻度で実施して

いるかを報告してください。 

取組の概要（授業、イベントはプログラムの次第を、その他（例：コンテスト等）はそのプロセスを、

具体的に記入してください。） 

 

過去の戦争の惨禍に心を向け、平和の尊さを次世代に継承していくため、広く市民を対象とした「加古

川市平和祈念式」を平成 29 年度より開催しています。 

この式典の開催に合わせ、市内各施設で平和の象徴である「折り鶴」を募集したところ、235,529 羽の折

り鶴が集まりました。皆様から寄せられた折り鶴は、広島の原爆の子の像や長崎の原爆資料館に贈りまし

た。 

 ◇式典プログラム 

式典会場前のスペースでは、様々な戦争資料を展示しました 

【次第】               【平和を考える資料展】 

 1  開式のことば           ・加古川飛行場パネル 

 2  国歌斉唱             ・平和学習作品展示 

 3  黙とう              ・広島・長崎原爆被爆写真パネル 

 4  式辞               ・広島平和の親子バスツアー感想文集 

 5  来賓あいさつ           ・サダコと折り鶴ポスター 

 6  追悼のことば 

 7  平和作文コンクール表彰式 

 8  平和コンサート 

 9  献花（代表） 

 10 閉式のことば 

 11 献花（一般） 

参加者の反応 

 参加者からのアンケートでは、式典について約 8割の方から、「非常に良かった」、「良かった」

との回答をいただきました。 

成果 

 様々な世代の方に参加いただき、多くの方が平和について考える機会となりました。 

課題 

 全国的に、戦争体験や被爆体験者の高齢化が進むなか、平和の尊さをいかに次世代に継承し

ていくが大きな課題です。 

取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。）  

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

□掲載可能（素材を添付してください）   □掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。 



 

【写真画像】 

 

（式典会場） 

 

 


